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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
変形性関節症に見られる軟骨破壊の病理においてメカニカルストレスは重要な役割を果   
たしている。ラットの正常軟骨細胞においてFlexercellstrainunitを用いて周期的伸長ス  
トレス（0．5Hz、7％伸長）をかけ、発現する遺伝子の変化を調べた。アグリカンと2型コ   
ラーゲンの遺伝子発現には影響を及ぼさなかったが、マトリックスメタロブロテアーゼ13  
（以下MMP・13）とカテプシンBの遺伝子発現を有意に増加させた。インターロイキン1β   
（以下IL－1β）の発現もストレス負荷12時間後に有意に増加した。10ng／mlのIL－4を   
pre・treatmentするとストレス下においてもMMP－13とカテプシンBの発現は低下し、同   
時にIL－1βの発現も低下させていた。IL・4はメカニカルストレスで生じるMMP－13ならび   
にカテプシンBの発現を低下させることにより軟骨保護的に働いた。IL－4は変形性関節症   
の治療において重要な役割を果たす可能性を示した価値ある業績である。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
